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第一章

　

緒

　

言

既二古ク1913年ニＢａｅｒthlein(1りヽＴｏyｏｄａト

共二或ル種ノ抗酸性菌(所謂Froschbazillen)ニ

於プ乾性ト漁性ノ集落ヲ■

性菌ノ集落噫異ハＰｅtrofrノ研究我表二至ル迄

顧ラレザリキ。 1921年Ａｒkｗright(2りヽ｢チフ

ハ｣大腸菌族二於テ表面粗槌ニシテ毒力弱キ集

落ト混潤セル毒力強キ集落ノニ型ラ匯別シ始ノ･

テＲ型(ｒｏｕghノ意ﾉ及ビＳ型(smooth J意)ナ

ル名樽り貨ヘタ几軍純ナリト認ノうレツツア

リシ菌株が一定ノ條件ノ下二二種以上ノ宛異集

落二解離フヽル現象-f microbic dissociation或

ハ軍ニDissoziationト梧ス(Ｈａｒdley(3))。 1927

年－Ｐｅtｒoff(4)ハ結核菌及どＢＣＧノDissｏｚi-

ation尹行ヒＲ型及ビＳ型ヲ匹別シ毒カユ差ア

リシダ殺表セリ。茲二於テ俄然斯界ノ注目テ引

キ以来結核菌J Dissoziationニ開ノ、ル研究細

々ト登表サルヽニ至゛レリ。(5) (6)(7)(8)(y)然レ共我國

二於テハ戸田博士(8り研究アルニ止り未グ一般

ニ、ヽ結核菌J Dissoziation y経験ザ有フ、Ｊレ人

甚グ少キガ如シ。著者ハ先ゾ以テ一般研究室二

於テ日常遭遇フ、ル培養環境ノ下ニアル人型結核

菌ノ集落形態ノ詳細ザ明カニセント企テタリ。

第二章

　

賓験方法

結核菌ハ「グリセリン」寒大二培養サレ保存サル

ル場合甚グ多シ。分離培養基ハ今日迄種々ナル

受法陸績ト登表サレソノ優秀テ競フ有様ナルモ

ソレ等二最モ共通セル主成分ハ鶏卵、Aspara-

ｇｉｎ及ビ「グリセリン」ナリ。我が國二於テハ

Asparaginハ「クリレタミン」酸「ソーダ」テ以テ

代川サルテ常ドノ､。故二著者ハ「グリセリン」寒

天二培養シタル人型結核菌ｦ･鶏卵、｢味ノ素｣、

｢グリセリン｣及ビ食盛水ヨリ成ル分離培養基

(雑菌阻止ノ目的二用ヒラルル色素ハ全然加ヘ

ズ)－Diｓｓｏｚiatｉｏｎヲ･行ヒ登育セシ集落ノ形態

テ観察セリ。

供試結核菌。次ノ12株ノ大型結核菌テ使用セ

リ。ES株(Ehrlich研究所ヨリ志賀博士ノ資サ
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レタルモノニシテ有馬頼吉博士次デ刀根山病院

二分譲ヲ･受グ保存シ来レリ)。

　

岡田株ぐ約20年

前肺結核患者ノ喀痰ヨリ分離セリ)。奥田株(前

者二同ジ)。近藤株(約２年前肺結核患者ノ喀痰

ヨリ分離セリ、以下記載ノ菌株モ總テ同様ナ

リ)。吉田株、開根株、天野株、安達株、中村

株、植松株、西尾株、丸山株、以上ノ菌株ハ何

レモ住吉法ニョリ分離シ累代｢グリセリン｣寒天

二培養シ来レリ。

培養基。 Dissoziationニ使用セシ培養基ノ組成

ノ｀ヽ次ノ如シ。

　

卵液(鶏卵４個、卵黄１個ノ割合)‥‥200に

生理的食喪水

「味ノ素」‥‥‥‥

「グリセリン」

lOOcc.

●●●●●・１．４ｇ

●●●●●●●・7C£，

何等ノ色素ヲ加ヘズ。凝固及ビ滅菌ハ第１日

85°C30 分、第２日75 C 20 分、第３日75 C 20

分。最初ノヽPetroffニ倣ヒ｢ペトリー｣皿二於テ

護謨輪或ハ滅菌シタル油粘土ヲ･以テ皿ノ側面ノ

間隙テ閉塞シテ培養ラ試し

ヨル斜面培養基ノ方が操作簡軍こーシテ雑菌混入

少ク、Dissoziation J所見二於テモ差支ナキテ

認ノ･タル刊以テ専ラ後者ノ方法ヅ選べ｀リ。

菌浮游液ノ作り方及ビ播種法。｢グリセリン｣寒
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天培養(３乃至９週間培養トノ菌苔数ｍｇ尹白金

耳ニテ瑞瑞孚L鉢二移シ生理的食墜水見用ヰテ孚L

剤々作リ、コレラ･憬ｙ滅菌セルCarl Schleicher

und Schull 會計製Nr. 575濾紙(8叫二枚重ネ

テ濾過ソ、。以上ノ操作ハ無菌箱内ニテ巌重二無

菌的二行フヲ要ス。｢グリセリン｣卵白テ塗抹セ

ル載物硝子上二濾液ヲ塗抹、火炎こヨリ乾燥固

定、染色シテ検鏡ソ、ルニ徴朧野二菌１個犬政見

フ､ノレニ至ル迄濾液テ稀郡ス。カク調製シタル･1石

浮游液々白金耳或ハ小｢ピペ。ト｣ニテ培養基面

二塗抹フ､。

観察方法。接種後４乃至６週間観察ラ緬ケ集落

ノ形態ヲ･決定セリ。毎同集落ヨリ釣菌シや染色

標木り作り雑菌迷入ノ有無テ巌重二検セリ、、極

ノ･テ僅カノ雑菌トノ共生或ハ極ｙテ僅カノ培養

基ノ軟化(例ヘバ細織ヨリ直接分離培養町予フ

トキ組織ノ自家融解酵素ニョリ無菌的二行ハル

ルガ如シ)ニ際シテモ結核菌ハコレガ鴇容易-･

所謂Ｓ型ノ形サ取ルラ常トスルヲ認ｙタルヲ以

や大イェ注意ヲ彿ヘリ。殊二夏期二於テハ培養

基ハ雑菌阻止ノ目的二色素リ･加ヘザリシ故雑菌

登育ノ皆無月

復シ初ノテ目的ヲ･達シタ・コト少ナカラザリ

キ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第三章

　

賓験成績

人型結絢隔12株ノDissｏｚiatioｕヲ行ヒテ登育

　

｢ルーペ｣－テ観察スルこ面粗槌、逡線不規則ナ

セシ集落テ観察セシニ形態及ビ漁潤度二於テ差

　　

リ。

異アルヲ･認ｙタリ。=１レ等種々ナル集落ザ著者

　　

Ⅲ型

　

富士山形ノ丘状集落ニシテ逡縁ヨリ除々

八次ノ如ク９種二分類セリ(第１表及ヒヽ附圓參

　　

二中心二向ヒ高-・レリ、郎チ低キ圓錐状ザ呈シ

照)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

逡縁ノ輪廓略ｌ圓形ナレドモ不規則ナリ、、面粗

Ｉ型

　

甚グ非薄ニシテ略ｌ[固形ノ膜状集落こｰヽシ

　　

描、忙性ニシヘ時二甚グjiかナル膜状ノ狭キ

テ中心部二於テ極ノテ僅カニ厚サリ噌シ高ロレ

　　

量帯(Ｈｏｆ)ヲ･認ノ得ル場合アリ、。カヽル時ハｎ

ルヲ･認ムノレモ、観察時ノ光線ノ投射ノ加減ニヨ

　　

型ト嘔別ノ困難テ感ズ。叉時二表面甚グ粗槌ニ

リ中心部ノ高マレル傾向ヲ･覗ヒ得ズシテ軍ナル

　　

シテ皺裴ザ呈フヽルモノアリ。

構造ナキ非膜トシテ認ノラルルコト’アリ。｢ル

　　

IV型

　

培養基ノ面二對シ垂直一J1方二向ヒ碓育

－べ｣ニテ観察ノ、ルニ面粗槌、逡縁不規則ナリ。

　　　

ソヽルトコ1-１ノ角状或ハ毛状ノ細長キ集落ニシテ

Ｕ型

　

略ｔ圓形ノ非薄ナル膜状集落ナレ共中心

　　

宛カモ參芽ノ脅育ヲ見ルガ如シ。多ク､ハ乾性ナ

エ位シテ１個ノ黙状ノ高－リヲ明カユ認ム。

　　　

ルモ時二蝋様ノ光滞アリテヤヽ湛潤セルモノア
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第
１

表

【第17巻

Ｉ型 Ⅱ型 Ⅲ型 IV型 Ｖ型　！ VI型 VII型 VⅢ型 IX型

集落ヮ培
養基表面

二對ジテ
垂直二切

臨ｼﾍﾀﾙ
割面ノ想
像模式圖

(廓大)

　-

　-

　○

(平面圖)

　_.---

　の

(平面間)

　-

ふ.

　,●，

_Z

y

/

ふ.
J、
ゑ

●_ - 遣． ●_

性　耽

　　　　刳形罪膜

圓形罪白図託言

吠　’．　　勁状ダ1，､面祖　マリアリ

　　　　庸祖

低キ富士
山型面粗

麦芽状乾
性

富士山型
中心二小
球アリ面
粗時二混
濁

彗栗饅頭
型

「ヘノレメー，

1ヽ」型湿

潤

辰球状基
部二薄キ

Hofァリ
湿潤

武球状混
濁

ＲＳノ附

妓ニョル
分類

Ｒ　型 Ｒ　型 Ｒ　型 Ｒ　型
Ｒ　型
RS型

RS型 不全Ｓ型 不全Ｓ型 完全Ｓ型

第
２

表

菌　株
戟察セジ
集落斂

集　　　落　　　ノ　　　形　　　態

Ｉ型 Ⅱ型 Ⅲ型 IV型 Ｖ型 VI型 VII型 VⅢ型 IX型

Ｅ　Ｓ 880 ＋ ＋ ＋ ＋ 十　｜　十 ＋

岡　田 717 ＋ ＋ ＋

近　藤 249 ＋ ＋ ＋

吉　田 380以上 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

回　根 128 ＋ ＋

奥　田 計算セズ ＋ ＋

天　野 計算セズ ＋ ＋ ＋

安　逍 172
J

＋ ＋ ＋ ＋

中　村 31 ＋ ＋ ＋

植　村 64 ＋ ＋ ＋

酉　尾 31 ＋

丸　山 109　1 ＋ ＋ 十　｜　＋ ＋

第３表

　

ES株

「ｸﾞリ　セ
リｙ」寒

天培養日

敷

Dissoziation /所見
　（集落敬ヲ示jｽ）

】I型IV型 Ｖ型 VI型 VII型∇I型IX型

20日 ４ 1　43
｜
18 211

30日 54 47

32日 20 200

35日 178 351

63日 117 120'

　　　　　　

１型及ピⅢ型ハ晋見セズ

リ。

Ｖ型

　

中心二鮎状乃至粒状ノ疵テ有スル丘状集

落ニジテⅢ型二於テ中心ニ１個ノ黙状、粒状乃

至小球状ノ敬達ヲ有フ、ルモノナリ。此中心二敬

第４表

　

岡田株

「ｸﾞリ　セ
リｙ」寒

天培養日
敬

Dissoziation　ノ所見
　（集落敬ヲ示ク,）

Ｉ型 Ⅱ型 Ⅲ型，

21日 55 13

30日 40 10 40

35日 250

37日 200 30

42日 ８ ４ 67

60日　ｌ 200

　　　　　

表二記載以外ノ集落。･ヽ量見セズ

達セル小球状ノ疵ハ小ナルモノ或ノ'ヽ大ナルモノ｀

アレド常二中心－１個ノミ存ス。時ニソノ疵･ハ

可成り大キク費達シ周逡部二比シテ著シク滑
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滞、乳白色ラ呈スルモノアリ。カカル場合ダヽ下

記ノvn型トノ匯別二困難４感ズ。

VI型

　

面粗槌ナル球状乃至塊状ノ集落ニシテ

乾性ナリ。嬰粟饅頭乃至金平糖リ･思ハシム。

以上Ｉ型ヨリVI型二至ル集落ノ色調ハ略ｌ同

様－シテ極ノ･テ僅カニ黄色テ帯ピクル白色－シ

テ、使用セシ培養基ノ色ト甚グ相似タリ、、特二

色素衛生ノ著シキモノハ未ダ認ｙザリキ。

　

Ｉ型

ヨリVI型二至ル集落ノ一部ヲ･夫々生理的食腹

水テ入レタル試験管ノ壁二移シ白分耳チ以テ乳

剤ヲ'作ラントセンニ瞑シ碑カルヽノミュテ乳剤

トナリ難シ。

vn型

　

孚L白色ノ滑滞温潤セル｢ヘルノ、ト｣型ノ

集落ナリ。

vⅢ型

　

乳白色、滑津、混潤ノ球状集落ナルモ培

養基二附著セル基部ノ周園二非海ナル輩帚テ有

ス。

IX型

　

孚し白色ノ滑津ナル混潤セル小球状集落

－シテ恰モ真珠ノ球ノ如シ。

vn型ヨリIX型二至ル集落ノ一部テ夫ヵ生理的

食盛水ラ入・タル試験管ノ壁二擢シ白金耳ラ以

テ乳剤テ作リシニ容易二平等ナル乳剤トナル傾

向テR忍メタリ･･

　　　　　　　　　　

、

集落ノ大サハ約５週間目二於テ總テ直径1－２

ｍｍ内外二達シ、IV型モ長サ２ｍｍ前後二達

セリ。

上述ノ種々ナル集落ノ型ハ集落ノ登育ノ終局

(５乃至６週間目)ニ於ケル形態テ示シタルモノ

ニシテ、集落が登育二際シテ移行シタル種｡々ナ

ル形態テ収録シタルモノニアラズ。時二集落ノ

登育二件ヒテＩ型ハⅢ型ニ、ｎ型ハＶ型二移行

スルヲ･認メシ場合アレドモ、一般ニハ集落ノ｀ヽ肉

眼的二観察シ得ルニ至レバソノ後大サ以外形態

二撥化尹示サデルテ常トフヽ。
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如何ナル型ノ集落が如何ナル菌株二於テ殺見サ

レシカ。’｀第２表二示セリ。

｢グリセリン｣寒天培養日数ノ如何ニョリ採種後

ノ集落ノ形態二差ヲ･認ノシ場合アリ。 ＥＳ株二

於テ｡ハ第３表二示ス如ク前世代ノ｢グリセリン｣

寒天培養日数少ナキモノ程(同時二殺育旺盛ナ

ルヲ要フ、)IX型(Ｓ型ノ定型的ナル形)一碓見ス

ル率多シ。然レドモ菌株ニョリ前世代ノ｢グリ

セリン｣寒天培養ノ日徴如何、或ハ｢グリセリン｣

寒天上ノ殺育ノ旺盛如何二開係ナク集落ノ形態

依然トシテ略ｌ同様ニシテＳ型二陥フヽべキ集落

ヲ･殺見ソ､ルコト能ノヽデリシモノアリ。第４表二

示セシ岡田株ノヽコレニ渇フ､。

ES株ヲ斜面培養基ニDissoziationテ行フトキ

IX型ハ主トシテ消閑セル培養基ノ下牛ニ、VI

型ハ主トシテ培養基ノ上牛二殺生セシ場合ア

リ。叉下半二主トシテIX型テ、上牛ニハ主ト

シテＨ型或ハＶ型テ冊見セシ場合一･'リ。コノ現

象ダヽ附圖７及ビ８ニ示セリ。但シ菌ノ集落形態

。・ヽ培養基ノ漁度、凝固ノ状態、｢パラフ｡､ン｣テ浸

シタル綿栓ノ閉ヂ方ノ粗密、播種時ノ菌ノ殺育

カノ彊弱等種々ナル因子ニョリ左右サルヽモノ

ノ如ク、附圖７及ビ８ニ示シタルガ如キ成績ノヽ

反復フヽレバ常二得ラルヽモノーアラザリキ。

吉田株ノIV型ノミヲ釣菌シテ鶏卵培養基二移

植、菌苔ノ噌加ヲ待チテコレヨリ菌浮游液サ作

り第２同目J Dissoziation尹行ヒシニｎ型130

個及ビIV型４個テ殺見セリ。

ES株ノIX型ヲ･釣菌シLong氏合成培養基ノ

試験管壁二移シ、白金耳ニテ孚L剤ヲ作り逡二培

養液全慌二浮游セシハ

　

ソノ後時カ振濫シツヽ

温室内－テ培養セシニ第一世代二於テ既二殺育

旺盛ナルhomogene Kultur ＝一成功シ、第４

代ノ今日二及べ｀リ。

　　　　　　　　　　　　　　　

第四章

　

總括及ビ考按

Ｒ型及ビＳ型ナル名将ハ本来集落ノ表面構造ノ

　　

ルヽニ至り、時ニハ全ク集落形態二開係ナク毒

如何テ示ステ目的トセリ。後ニ､ハ瓊境二對スル

　　

カノ強弱ヲ表示スル目的ニテ使用サレシ場合ア

resistant或ハsensitiveナル意味テモ含ｙラ

　　

リ。然レドモＲ型及ビＳ型ナル名将ハ軍二集落
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般的二承認シ得ラルヽ其ノＳ型(著者ノ所謂完

全Ｓ型)サ大型菌二於テ殺見セシハ戸田博士テ

以テ唱矢トナフ、ベク、Ｓ型トＲ型二於ケル紫外

線二對スル抵抗ノ差5" Dissoziationニ施用セ

リ。次デSmithbｕｒｎ(1o)､ハ喀痰以外ノ醵液及ビ

組織ヨリ直接ニ、Ａｌｅｘａｎｄｅｒ-Jachsｏｎ(11)ノ･ヽ培地

二盛化第二疸ヲ加フルコトーヨリテ大型菌ノＳ

型テ分離セリト報告セリ。

結核菌ノＲ型トＳ型ノ間ノ移行性八一般二承認

サルヽトコロナリ。著者ノ集落ノ模式圖(第１

表)ヲ一覧スルニＲ型及ビＳ型ハ形態學的二不

連績的ノモノニアラザルサ知り得ベシ。例ヘバ

Ｉ型－Ⅲ型－V型－vn型一IX型ノ如ク形態上極

ノ･テ理解容易ナル連績的移行段階ヲ想像スルコ

トヲ得。

鳥型菌二於テハＳ型テ木型、Ｒ型テ異型トシテ

一般二認ノラレ、牛型菌次デ大型菌二至ルニ及

ビＲ－lSノ移行性ハ困難ヲ噌シＲ型ノ安定性ノ

大トナルハ一般二認メラルヽトコロＦ･シテ、コ

レ印チ大型菌二於テＳ型テ得ル==lトノ困難ナル

原因ナリ､、著者ノ研究ニョレバ人型菌ノ菌株ニ

ョリＲりSノ移行性二難易ノアルコト及ヒヽＳ型

ノ出現ニハ殺育旺盛ナル幼若培養テ必要トノヽル

ヲ･認メタリ。

　　　　　

∧

以上種々ナル集落ノ形態トソlイ等ノ各ｌヨリ培

養セル新ラシキ菌株ノ病原性、毒性、殊二免疫

學上ノ意義等二開シテノヽ更二研究ヲ要スベシ。

所謂完全Ｓ型集落ヨリＬｏｎｇ氏液二移植セルニ

既二第１代ニテ直チュHomogene Kultur テ

得タ孔但シ以上ノ集落ノ異髪ハ惟フニ各Ｘ　Ｉ

巌格ナル特性タルモノエアラズシテ、四園ノ事

情ニョリテ受化スルモノタルベシ、雛チ平面培

養ニョラズ斜面培養ヲ¬行フトキハ其下部水分多

キ部分ニハＳ型ヲ殺生フヽル===川ヽ上紙ヨリモ著明

ナルガ故ナリ。

　　　　　　　　　

第五章結論

累代｢グリセリン｣寒天二培養ザ重ネタル人

　　

テ登見セシ種々ナル集落サ形態上次ノ９種二分

形態ヲ示スニ止メ置クガ最モ常ヲ･得タルモノニ

シテ、毒カエ開シテノヽ叉別二明記スルテ可ト

フヽ。Rv, Rin, Ra. Sv, Sin, Sa(ｖノ･ヽvin:ilence,

ａ.ハavirulence, inハintermediate level 尹

示フ、)ナル附琥ラ使用スル學者アリテコレノ｀ヽ甚

グ明確ナル方法ナリ(6)。著者八一般二倣ヒＲ型

及ビＳ型ナル名樽ヲ集落ノ形態ヲ指示フ、ルノミ

ニ於テ使用セント欲ス。

著者ノ観察セシ９種ノ集落二於テ何レガＲ型或

ノ｀ヽＳ型二墨フヽベキカニ就キテ考察セン。Ｉ型ヨ

リVI型二至ル６種ノ集落ハ賓験成績ノ章二記

載セシ性状ヨリシテ自明ノ如クＲ型二届シ、vn

型ヨリIX型二至ル３種ノ集落ハＳ型二屡スベ

キモノナリ。

IV型ハ著者ノ観察ニョレバ決シテ稀ナルモノ

ニアラズシテ、今日迄報告ナカリシノヽ寧口不審

ナリ。

多クノ研究者ニ＝ヨレバＲ型1ヽS型ノ中間型ノ存

スルノ眉

彼列吏田フヽル人アリ皿。然レドそコレ等ハ理論

上ノ符琥ニシテ中間型ノ標準タルヤ具幄的ニハ

不詳ニシテ主観的ノ判定モ止ムテ得ずル現状ナ

リ。著者ノ成紋二就テ見ルーＶ型及ビVI型ハ

Ｓ型二移行セントソ、ル傾向ヲ覗ヒ得ベシ。郎チ

Ｖ型ノヽVU型乃至VⅢ型トノ匹別ノ困難ヲ来シ極

ノテ類似フ、ルコトアリ。叉VI型・ヽ附圖７ニ示

セシ如クIX型ト密接ナル開係アリ。故ニＲ型

トＳ型トノ中間型例ヘバRS型ナル範喘ザ設ケ

ルナラバＶ型ノ或ル場合及ビVI型ノヽ=1レニ届

スベシ。

Ｓ型土届ソヽベキ集落中vn型及ビVⅢ型サ不全Ｓ

型、IX型ダ完全Ｓ型卜梧シ匹別スルモ不可ナラ

デフレベシ。Petroffハ牛型二於テＳ型ラ殼見セ

シモ人型二於テハ翁ノＳ型テ碓見セデリシモノ

ナリトハ多クノ學者ノ､Ｓ‘ltソ、ルトコロナリ。一

ｌ

型菌12株ヲ鶏卵培養基ニDissoziation ^行ヒ　　類セリ。
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農野＝人梨結核菌・集落形態二就ｆ
－ － 一 一

１型

　

非膜状集落一面祖－Ｒ型

ｎ型

　

非膜欧、中心二黙状ノ高－ロリリ有しｰ㈲

粗－Ｒ型

ｍ型

　

低キ富士山型集落一面組一回り

IV型

　

香芽状集落一乾性－Ｒ型

Ｖ型

　

富士山型｡二シタ中心ユ小球ラ有･､一面組

－Ｒ型、時ニＲトＳノ中間型

vi型

　

嬰粟饅頭型－ＲトＳノ中間型

VU型「ヘルハ1ヽ」型一徴鼎レヽ･-‥一不全S I'.i

VⅢ型

　

前珠状ニ●テ樗昌ニみキＨｏｆリ習い一一

淋潤ソヽ一不全Ｓ型

IX型

　

兵珠型一滋潤沢一完全Ｓ型

２．

　

Ｒ型卜Ｓ型Iヽノ間ノ形態Iこノ連鎖川商」チ両

者ノ移行型ラ明力こセリ。

３．Ｓ･型ノ出現ハ菌株ニョリ難易アリヤ且ツ碓

育旺盛ナル幼若培養丿≒Z凄Iヽノ､ル二忽タタリ。

4.一薗株ノＳ型こ於アHuiiioiJene Kultur j-、

成功tり。

川）

Ｕや

　

町田株

　

略；賢物だ
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５。以¦こノ集落ノ賢兄･ヽ惟フこ各々ノ巌絡り･

特性タルスノjうレレ人･レリL唯¦ノ肢帖ニりい

曾fヒハル〔ノタルペッ､J

附言

　

私研究ハ昭和６年著者が有馬肝究所在職

中Ａ．０．ノ創製以来今日迄累代無患子｢ヂポユ

ン｣加培地二培養ン来リタル人型結核菌よ於７

DissoziationﾅﾉLｒ技ラ磨用ンテ特別ナル髪賢

F呆け碓見ソ､ルー1ト侈得ルヤ否ヤノ目的こ-ｙ所長

有馬博士ﾉ支ビ副所長青山博士ヨリ命ピつレ、昭

和８年著者が人阪巾立刀根山病院二軸織ッ､ルニ

及ビ引手絹十院長暗町亦レノ指導ノ下二研究･こ１

禎行ンーや今日ニ役べ）L･モノナリ。

　

フにニ終始御

愁篤ナル御指導址ヒヽ≒二卜論文ノ御校閲升賜リタ

ル有馬博IJ、青肝陣右及ヒヽ人繩博七こ衷心ヨリ

感謝ヴ棒ク≒尚ホ御鞭註月易リダル副院長岩佐

陣IJ、辻川座IJ、波辺博Iこ及ビ石竹ノ撮影二御

助ﾉ川ヽソレタル有馬研究川安岡氏一二深≒射意ノ

長≒

門）

Iにj

　

附似昧

　

ljl八
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Ｃ３）

Ｖ型

　

ＥＳ株

　

廓人

（５）

IXや

　

ＫＳ株川ﾉ
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鼻

　
　

ｔ
尊
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鳶

　

；
ｔ
ｊ

Ｖ
型

Ｅ
Ｓ
株

略
；
賢
物
レ
ベ

（４）
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IV型及ビII型

　

奥田株

　

廓大（矢ニテ示セシ影

－ヨり集落立催性ヲ想像サしノタソ

(<i)

IX型

　

吉田株

　

㈲大
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こ野二人型結核菌ノ集落形態二就テ
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VI駆及ビIX々ｊ

　

ＥＳ似

　

略イ四物人

D Baerthlein, K. u. Toyoda, A｡/inti･alhl. f.

Knkt. 1.Λht. KcfciMtcヽlid. f)?. S. 2K1 19]:!;. 2,

Arkwright, J. A., .1. of HatholoK. & Haitciヽi()lo<i.

Vol. 23, p. 358,1920,, Vol. 2･1..I). 30』9割ノ．聡

Hardley, P., .1. inf. Dis. Vol. 4( .Ｐ、ト1927ニ･1ｿﾞ

Petroff, S. A., Troc. Soc. <■χpelヽ.Bi( 1. a. Mrrl.

(1927,. .1. of (･xp. Mcd. Vol. f)!. I･.閃1(卜川O ).

B<-iti･. Klin. Thk lid. 7十'193( 丿　ｙ Roulet, F.,

ZenfiヽalM. f Thk. l'.(l.4fi. Tll)..]･ｓi(･ht　ぐ１り;47ﾝ．印

Oatway, W. iind　Steenken, Vへ/., Amu･lヽ. Ki-v.

８）

Ｕやj及ビ】Ｘべ･１

　

ＥＳ株

　

略：貨物J、
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Tlir. Vol. XXXV, N･･．３･ ¦･．：if,1 (1り37j　7)青山

敬二，同友第６奴:昭利口２年8Jド．町戸田忠

雄，東京跡事斬誌．昭和５年.!561友(辿信文ﾉ

満洲跡學介雑誌．第15巻，第！奴叫4和６年).Ｚ心

tｓ(･hr. f. Ilvt;. u. Infck. krh. B<1. 112. Heft 3

(193!).

　

9) Hardley, P･, ･'. inf. Dis. Vol. (iO

p. 129.!引7ル　10 Smithburn, K., .1. <･x¦>. M(･d

Vol. 61･ ,.. 3りｙ円:石).　11) Aleχander･Jackson,

八ln叫」む･ｖ．Ｔト，ｖｏトn l,. 767･り'ト

文
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